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i　東京都千代田区杏潔鎭灘員会宛、．ど，ぞ1

問：気象衛星には可視および赤外の放射計を積んでいま

すが，その利用方法を教えて下さい．また，そのほかに

どんな放射計が利用されていますか．　（気象大学校の一

会員）

答：人工衛星を利用する地球表面の諸現象の観測は，い

わゆるリモート・センシング技術の発達とあわせて長足

の進歩を遂げています．気象衛星では可視領域（地球に

よる太陽光線の反射光を観測，波長O．3～3μ程度）か

ら・地球の表面・雲頂，大気の出す長波長放射（波長4

μ～35μ程度）が，現業および研究的に行われており，

また最近ではマイク・波領域の観測実験も計画されてま

す．

　この中でも可視領域と，いわゆる大気の窓領域（赤外

領域の3・5～4・1μ帯，または8る12μ帯）を利用した

観測が実用化され，気象現象解析の有力な手段の一つと

して用いられています．観測機器は初期の頃はテレビ方

式を利用していましたが，現在では走査型が主力であ

り・現業用気象衛星NOAAや我が国で計画している静

止衛星（GMS）も走査型の放射計であります．

　気象衛星による可視領域の観測は，太陽光の反射光線

を利用するため，観測時間は昼間に限られますが，空間

分解能は赤外領域の観測より良いため気象現象の詳細な

解析に利用されています．気象衛星の可視画傑データで

は雲などの反射率が高いものは明るく，海面等の反射率

の低いものは暗く描写されるので雲分布の判定が容易に

行え，台風の例をとると，台風の中心に向うスパイラル

状の雲バンドや台風に伴う雨雲の拡りを明確にとらえる

ことが出来ます．

　・一方・大気の窓領域を利用する赤外画傑データは物体

の表面から・その温度と放射率に対応して放射される赤

外エネルギーの測定を行うので昼夜の連続観測が可能と

なります．しかし，赤外検知器および光学系の特性から

現在のところ空間分解能は可視領域の観測より劣ってい

ます．気象衛星で赤外領域のうち地球表面や雲等の観測

をするのに大気の窓領域を利用するのは，大気中に存在

する水蒸気・炭酸ガスおよびオゾン等の吸収物質の影響

を出来るだけ最小にするためです．赤外画像データは可

視画像データと同じく，エネルギーレベル（温度分布）

に応じた濃淡を持った画像として再現出来るので雲分布

の判定は容易に行えます．すなわち，一般的には海面の

ように温度が高い所は暗く，雲などのように温度が低い
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所は明るく描写されます．赤外画像は雲分布などのパタ

ーンの識別の利用のほか，温度分布の情報としても利用

出来ます．例えば，雲頂高度の決定がその一例でありま

す．対象とする雲頂の観測輝度温度（観測エネルギー）

に雲の射出率等の補正を行って実際の雲頂の温度を推定

し，鉛直気温分布から，その高度を求めるわけです．そ

のほか海面水温を全球的に求めることも可能でありま
す．

　可視画像データと赤外画像データの両方を用いた気象

解析の研究も最近行われています．異なる波長帯の放射

観測データを組み合わせた解析をマルチスペクトル解析

といい，パターン認識の技法と組み合わせた研究が米国

で進められています．例えば，可視および赤外画像デー

タ上で明るい輝度を持つものは，可視データでは反射率

が高くて厚い雲と分類され，赤外データでは雲頂高度が

高い雫と分類出来るので・積乱雲のような鉛直方向に発

達した雲と判定出来るわけです．また可視データで明る

い輝度を持ち，赤外データで輝度の低いものは反射率が
一
高 く層状の雲で，その雲頂は低いと分類出来，例えば霧

または層雲と判定するのです．このようにマルチスペク

トル解析は対薯物の種類，状態の識別を行うため，対象

物をいくつかの波長帯で観測し，解析方程式の数をふや

し，パターン認識や判別関数の技法を用いて識別を行う

もので・資源衛星ERTSのデータ解析で研究が進めら

れています．気象衛星では可視および赤外データのほ

か・6・7μ帯の水蒸気吸収バンドを利用した雲の種類の

判定の研究が行われており，解析的な雲種類の判定が電

子計算機を用いて行われております．

　上に述べた可視および赤外の放射観測を含めて，気象

衛星に利用されている放射計を波長帯別に分類すると以

下のようになります．

　（1）波長0・3～3μ（可視領域）；地球による太陽光線

の反射エネルギーを測定し，雲分布等の解析に利用しま

す．

　（2）波長8～12μおよび3．5～4μ（赤外窓領域）；地

球の長波長放射エネルギーを測定し，昼夜間の雲分布の

解析，雲頂温度それに海面温度の抽出など，温度情報と

しても利用します．

　（3）波長7～35μ；地球の放射エネルギーの測定を行
『
い
， 地球の熱収支の推定に利用します1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（196頁に続く）
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196 都市のヒートアイランド効果に伴う対流の特性について

　これらの効果について，現在，定量的な測定を進めつ

つある．

　9．結語

　地球流体力学的なアプ・一チの特色は厳密性というこ

となのであるが，この論文の内容は，厳密性とはほぽ遠

いものであった．それは，研究が現在進行中であって，

まだ実験が十分に進んでいないためである．しかし，証

明は不完全ながら主要な結果は上述の内容につきると思

うので，中間報告の積りでまとめて見た．
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（質疑応答　197頁の続き）

　（4）波長6～6．5μ；長波長放射の水蒸気の吸収帯を

利用して，大気中の水蒸気量の推定に利用します．

　（5）波長13．3～14．9および18．8～35．7μ；長波長放

射の炭酸ガス（前者）および水蒸気（後者）の吸収帯を

利用して，大気の気温の鉛直分布の推定に利用します．

　　　　　　　　　　　　　（気象衛星課　山本孝二）
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